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01 02

独 創 力 の 塊 。 技 術 者 の 魂 。
時間を知るならスマホで十分。そんな時代になぜエプソンは腕時計を出すのか。もしも今、

あなたがそんな疑問を抱いているなら、こう答えよう。エプソンこそ腕時計を革新できるのだと。

194 2年の創業以来、エプソンは75年間ずっと腕時計をつくり続けてきた。クオーツから機械

式までさまざまなムーブメント技術を保有するだけでなく、近年では外装の技術開発も進み、

センシングについても高い技術を持っている。さらに設計・開発・デザインから組立まで、ほぼ

全工程を自社で完結できる。世界で初めてクオーツウオッチやGP S機能付ソーラー発電

ウオッチを開発し、時を持ち歩くことを進化させ続けてきたが、まだひとつだけ叶えていない夢が

あった。それは自分たちの理想の腕時計を、自分たちの名で世に出すこと。世界でも類を

見ない独創力をひとつにすれば、きっと誰にもつくれない腕時計ができるはず。GPSセンサーと

さまざまな情報を計測するセンサーを光充電で稼働する独創の高機能ウオッチであり、最先端

技術で究極のアナログウオッチを目指すブランド「TRUME」。高精度GPS機能と脈拍計測

機能を搭載したGPSスポーツウオッチ「Wri s t ab l eGPS」。65年以上の歴史と伝統がつなぎ

続けた機械式時計「オリエントスター」。独創の技術が生んださまざまな個性をもつ商品で、

すべての腕に新たな時を切り拓く。いま、この瞬間から、世界は少しずつ遅れはじめる。

時間、空間、人間。
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03 04

01 エプソンにしか作れない
エプソンならではの腕時計があるはず

03 小型・高性能センサーをムーブメントに搭載－－
「時間」「空間」「人間」のさまざまな瞬間を可視化する

02 エプソンならではの資産が、ここに集結－－
ウオッチの可能性を広げる“省・小・精の技術”

04 整然とした美しい腕時計を目指して－－
研ぎ澄まされた機能美。それを実現した理念

05 多彩なデータを瞬間的に読み取るために－－
あらためて突き詰めたアナログウオッチの真価

06 細部まで貫かれる開発陣のこだわり－－
美しさ、機能性、操作性を高次元で融合

07 素材選びや製法のすべてに理由あり－－
極めたものを生み出すために、つくり方から考えた

05

11

13

17

19

21

23

08 ムーブメント部品から製造ロボットまで全網羅－－
究極のものづくり企業をめざして

25

09 人がつくる、人を創る－－
世界に誇る匠の技、それは未来へつながれる

27

07

31

35

37

本冊子に記載の仕様、デザインは2017年7月19日現在のものです。予告なく変更する場合がありますので、予めご了承ください。
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また、ムーブメントだけでなく、質感にこだわり、美しい

と感じていただける外装を実現させる、加工技術の

研究も進んでいます。もちろん、低消費電力技術を

誇る半導体や水晶デバイスのマイクロデバイス事業

を活かし、WristableGPSなどを通じてセンシング、

スマートウオッチ技術の開発も自社で進めています。

世界を見渡しても、これだけハイレベルの技術を

有し、さまざまなムーブメントを開発しているウオッチ

メーカーは、唯一無二に近い存在といえるでしょう。

独創のコア技術・コアデバイスをベースに、企画・開発

設計から、ものづくりの力を駆使して自らの手で完成品

とし、タイムリーにお客様にお届けする販売まで、その

すべてを自社で行うエプソン流の垂直統合型ビジ

ネスモデルによって、お客様の期待を超える価値を

提供していくことができると考えています」（碓井）

　エプソンならではのウエアラブルイノベーションを

成し遂げ、着ける・使う喜びを提供する－－。そうした

エプソンのメッセージを象徴するのが、TRUME

である。

　プリンターやプロジェクターなどのジャンルにおいて、

世界的なシェアを獲得しているエプソンが、新コンセ

プトウオッチを世界に向けて送り出す。その名は

「TRUME」（トゥルーム）。

　1942年に創業したエプソンは、部品製造・組立

に始まり、現在に至るまで、一貫して国産ウオッチの

開発・製造を続けてきた。世界的な腕時計界の

動向を見極め、1969年には世界で初めてクオーツ

ウオッチの開発にも成功している。

　こうした、画期的なウオッチの開発・製造を手掛け

てきたエプソン。設計開発からデザイン、組立など、

ほぼすべてを自社で行う。その結果、エプソンは人材、

技術力、生産設備のすべての資産を有し、高精度な

製品を生み出す世界有数のウオッチメーカーとなった。

そんなエプソンが、なぜ今、新しいウオッチブランドを

世に送り出すのか？

「近年、腕時計ユーザーのニーズが多様化し、自分

らしい1本を手にしたいというご要望が日増しに強く

なっています。その声に応えるのが、新ブランドの

TRUME。エプソンが培ってきた多彩なウオッチ

技術の結晶です」

　こう語るのは、セイコーエプソンの代表取締役社長 

碓井 稔。その発想の原点は「腕時計の可能性

を広げるポテンシャルは自社内にある」という自負だ。

　創業事業であるウオッチにおいて、エプソンは

クオーツから機械式まで、さまざまなムーブメント技術を

有している。その中でTRUMEが目指すのは、最先端

技術でアナログウオッチを極めるブランド。ファースト

モデルは、エプソンが長年磨いてきた水晶振動子と

半導体を活用した高い精度と、方位、高度、気圧

などを計測できる独創的なセンシング技術とを融合

させた、多彩な機能が特長だ。

「ものづくり企業であるエプソンの強み、その原点は、

ウオッチ製造で育んだ、エネルギーを省く、ものを

小さく、精度を追求するという“省・小・精の技術”に

あります。これは、ウエアラブル機器事業に必須の

超精密加工技術と、超低消費電力技術といい換える

こともできます。もちろん、こうした技術は一朝一夕

では獲得できません。創業以来、ウオッチの開発・

製造に関わるほぼすべての工程を自社で行い、

匠を育て、個性的な製品をつくるために欠かせない

ものづくりへの情熱を大事にしてきたエプソンならでは

の財産なのです」（碓井）

　近年、エプソンは、オリエントスター、オリエント、

WristableGPS、Smart Canvasなどを展開し、

ウオッチのマルチブランド化を推進。そこへ、技術の

粋を結集したTRUMEが加わり、個性的なライン

アップが整った。

「ウオッチ市場が変わろうとしている今、エプソンが

得意とする技術力で、ブランドビジネスの強化・育成

を図りたいと考えています。そうすることで、技術的な

先進性を伴う、もっと自由で、もっと個性的なウオッチ

の価値を提供できると信じているからです」（碓井）

　その核となる技術力においても、エプソンは日々、

研鑽を積み重ね、探究を続けている。

「長年培ってきたアナログクオーツやGPS機能付

ソーラー発電ウオッチの技術を、今後も磨き続けて

いくのはいうまでもありませんが、幸いなことに、先の

オリエント時計との統合で、良質なメカニカルムーブ

メントの資産も継承することができました。

01
エプソンにしか作れない

エプソンならではの腕時計があるはず

セイコーエプソン株式会社
代表取締役社長　碓井 稔
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07 08

一瞬を大切にする人は、人生を大切にする人。

自分は今どこにいるのか。これからどこへ向かうのか。

見えなかった世界が見えたとき、進むべき道が見えてくる。

迷える時代に生きるすべての人を、腕から支えるために生まれた「TRUME」。

TRUMEとは、TRUE（真実）＋ME（自分）の造語で、“真の自分を映し出す”との願いを込めた。

刻 と々変化する状況に対応し、未来を自らの手で切り拓く－－。

アクティブに空間を駆け抜け、一瞬、そして人生を大切にする－－。

そのような人と空間とをつなぐ、人生の羅針盤。

草創期から国産ウオッチの製造に取り組み、挑戦を続けてきたエプソンが世界に放つ、新ブランド「TRUME]。

目指すのは、最先端技術でアナログウオッチを極めるブランド。

ファーストモデルのコンセプトは「センサーフュージョンによる独創のアナログウオッチ」。

電池交換不要の光充電のほか、GPSセンサーと各種情報を計測するセンサーとを兼備する、

独創の高機能アナログウオッチとして誕生した。

TR-MB8001
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09 10

エプソンならではの、伝統の精密技術と、最先端のセンシングテクノロジー。

TRUMEのファーストモデルは双方を融合させ、世界中の｢時間｣はもちろん、

高度・気圧・方位・温度・紫外線といった｢空間｣の変化から、

歩数や消費カロリーなど｢人間｣の活動まで　

身に着ける人のあらゆる瞬間を、わずかな光だけで測りつくす。

時間、空間、人間。
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　TRUMEのファーストモデルが目指したのは、

“センサーフュージョンによる究極のアナログウオッチ”。

小さなケースの中に、GPSセンサー、気圧・高度

センサー、方位センサーのすべてを内包。さらに、オリ

ジナルの外部センサー“エクスパンデッドセンサー”

とも接続可能といったマルチファンクションを実現し

ながら、光充電だけで稼働させることに成功した。

　そんな高機能アナログウオッチを世に送り出した

背景には、エプソンが創業以来、連綿と守り続ける

“省・小・精の技術”が息づいている。エネルギーを

省く、ものを小さくする、精度を追求するという3つの

技術からなる“省・小・精の技術”は、世界初の

クオーツウオッチ開発などで立ちはだかる難題を乗り

越えた経験によって培われてきた、エプソンならでは

の資産。一貫してものづくりを手掛けてきたエプソン

の原点であり、今ではウオッチだけでなく、プリンター

やプロジェクター、ロボット、マイクロデバイスに至る

まで、エプソンが展開するすべての製品のベースに

なっている。

　ウオッチの世界において、“省・小・精の技術”が

発揮されるのは、高機能ウオッチに必要不可欠な

超精密加工技術に加え、極めて高精度なマイクロ

デバイスやセンシングデバイスなどの超低消費電力

技術。そこから生まれた水晶デバイスや半導体、

さらに、双方を組み合わせることで実現した高精度

かつ低消費電力のセンサー類が、TRUMEファー

ストモデルのコアとなっている。

“省・小・精の技術”に磨きをかけ、個性あふれるもの

づくりで着ける・使う喜びを提供する－－。これこそが、

エプソンが目指し、TRUMEファーストモデルが

実現するウエアラブルイノベーションである。

11 12

エプソンならではの資産が、ここに集結

ウオッチの可能性を広げる“ 省・小・精の技術 ”

02

＊図はイメージです。
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デュアルリングアンテナ

1/5秒CGモーター
（センター針を動かしている）

小秒モーター（10時位置）

カレンダーモーター

GPSモジュール
IC（sub）

Bluetooth®モジュール

ソーラーセル

回路ブロック

回路ブロック裏蓋側

磁気センサー
（方位センサー）

気圧・高度センサー

計測モーター（2時位置）

時分モーター

MIモーター（6時位置）

13 14＊図はイメージです。

Concept Book Design 13-14

小型・高性能センサーをムーブメントに搭載

「時間」「空間」「人間」のさまざまな瞬間を可視化する

03

　TRUMEのファーストモデルの本体には、3つの

センサーが搭載されている。

　1つ目は、4時位置に配置した、気圧・高度セン

サーで、センサーカバー裏側から流れ込む外気の

圧力から計測する。2つ目の方位センサーは、ムーブ

メント内の磁気の影響を避けるため、磁気を発生

するモーターから離れた位置に配置。さらに、測定時

は針を動かすモーターを止めるなど、磁気の影響を

排除した。

　そして、3つ目のGPSセンサーは、自社開発の

小型・省電力タイプ。高精度仕様で、初めての場所

でGPS衛星からの電波を受信すると衛星の位置を

記憶、次の受信時からは衛星の位置情報を短時間

で受信・測位できるという利便性も兼備する。さらに

GPSセンサーは、気圧・高度センサーや方位セン

サーと連携し、各種情報の精度向上に貢献するほか、

現在地から起点までの距離と方角を示す“ウェイ

ポイント機能”などの便利な機能も提供する。

　また、上位機種に付属する“エクスパンデッドセン

サー”は、さまざまな情報を測定・提供するアクセ

サリーで、温度、紫外線、歩数、消費カロリーを計測

する。ウオッチ本体とセパレートしたことで、体温の影響

を受けやすい温度などのデータも精度よく測定。

各種データはBluetooth®通信でウオッチ本体へ

送られ表示される。あたかも、内蔵センサーで計測して

いるかのような、優れた利便性と機能性を確保した。
（注）：Bluetoothのワードマークおよびロゴは、 Bluetooth SIG,Inc. が所有する登録商標
であり、セイコーエプソン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。
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15 16

ウオッチ本体のALTモード①で高度を表示。2時位置の計測針②が千の位と
百の位を、センター針③が下2桁の高度計測値を示す。毎秒計測により、リア
ルタイムの高度変化を針で感じることができる

Altimeter

ウオッチ本体のBARモード④で気圧の値を表示。また、気圧の変化を測り続け、10
時位置の小秒針⑤で気圧の上昇／下降傾向を表示し、天候変化を予測できる

Barometer

COMモード⑥が示すのは方角。赤いセンター針③の先端が、方位磁針のよう
にゆらゆらと揺らぎながら“北”を指す

Compass

ウェイポイントとは、GPSセンサーと方位センサーを駆使する機能で、初めて
訪れる街などで重宝する。起点を記憶させれば、赤いセンター針③が北を示し
つつ、現在地から起点への方角を10時位置の小秒針⑤で示すとともに、
同距離（～9.9km）を2時位置の計測針②で表示する

Way Point

“UVインデックス⑦”は、紫外線が人体に及ぼす影響のレベルを示した世界共通の指標。エクスパンデッドセンサーで紫外
線量を計測し、UVインデックスとしてウオッチ本体の赤いセンター針③と2時位置の計測針②にて15段階で表示される

UVI

エクスパンデッドセンサーに搭載した温度センサーで温度⑧を計測し、ウオッチ本体の赤いセンター針③で数値を
表示。10時位置の小秒針⑤で計測した数値のプラスマイナスを示す

Temp.

エクスパンデッドセンサーに搭載した加速度センサーを活用して歩数⑨を算出。その累積値をウオッチ本体の赤い
センター針③と2時位置の計測針②、10時位置の小秒針⑤で表示する

Steps

加速度センサーを活用し、活動量アルゴリズムから算出した消費カロリー⑩を、ウオッチ本体の赤いセンター針③と
2時位置の計測針②で表示する

Calorie

TRUMEには、エプソンが自社で開発した、高感度・低消費電力のGPS受信システム“サテライトリンク”

を搭載。内蔵GPSモジュールは、国産の準天頂衛星システム「みちびき」（初号機）に対応し、世界トップ

クラス※の受信感度を誇る。GPS衛星電波のみで現在位置のタイムゾーンを特定、常に正確な時刻を

表示する。他の電波などの併用は不要のため、低消費電力も実現した。

TRUMEは、文字板裏側のソーラーパネルで光を受け、駆動エネルギーを発電する“ライトチャージ”

機能を搭載。室内光の明るさでも十分に充電できる。また、3日以上光が当たらない場合に、針の動き

を一時的に止めるスリープ機能や、太陽光を捕捉して屋内外どちらの環境にいるかを識別し、屋内

ではGPS電波の受信をストップさせるなど、きめ細かい省電力制御で実動作時間を向上させている。

限られたケース内に、サテライトリンクとライトチャージをともに内包したTRUME。それを実現したのは、

GPS衛星電波とBluetooth®を同時受信できる“デュアルリングアンテナ”の技術である。リング形状のアンテナ

を文字板より上に配置、さらに、セラミック製ベゼルに受信アンテナ機能を持たせることで、受信感度を飛躍的に

高めた。また、リング状にしたことで、光をパネル全面で受けられるようになり、高い発電効率も実現した。

※：自社調べ2017年7月19日現在

UVI
Temp.
Steps

Calorie
Battery

On/Off Mode

①

②

④

⑩

⑦
⑧
⑨

⑥

⑤

③

GPS衛星電波とBluetooth®の2周波を同時にキャッチする “デュアルリングアンテナ”

SATE LLITE LINK

L IGHT CHARGE

サテライトリンク

ライトチャージ

ウオッチ本体

エクスパンデッドセンサーで計測された値は、Bluetooth®通信でウオッチ本体に送られ、
アナログ針で表示される

エクスパンデッドセンサー

独創の高機能アナログウオッチを具現した
エプソンが誇るテクノロジーの真価

＊Bluetoothのワードマークおよびロゴは、 Bluetooth SIG,Inc. が所有する登録商標であり、セイコーエプソン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。

Concept Book Design 15 -16

TRUMEファーストモデルは、ムーブメント上でGPSセンサーと高度・気圧・方位を計測する各種センサーを稼働させながら、エクスパン

デッドセンサーとのデータ通信も行う。そんな多彩なセンシング機能を備え、高い精度を実現した。その礎となったのは、エプソンが自社

開発した低消費電力のGPS受信システム“サテライトリンク”と、定期充電不要の動力源“ライトチャージ（光充電）”だ。
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TRUMEファーストモデルは、ムーブメント上でGPSセンサーと高度・気圧・方位を計測する各種センサーを稼働させながら、エクスパン

デッドセンサーとのデータ通信も行う。そんな多彩なセンシング機能を備え、高い精度を実現した。その礎となったのは、エプソンが自社

開発した低消費電力のGPS受信システム“サテライトリンク”と、定期充電不要の動力源“ライトチャージ（光充電）”だ。



　計測の未来を切り開く、研ぎ澄まされた機能美

を備えたアナログウオッチ。TRUMEの精緻で端正な

フェイス、そして、上品な輝きを放つケースとベルトは、

腕時計ならではのラグジュアリー感を醸し出す。

　中でも、ファーストモデルの強い存在感は“鎧”

からインスピレーションを得て具現している。鎧は、戦国

武将の強さや心意気を表すものであり、その造形の

美しさは、目にした者の感性を刺激する。エプソンの

デザイナー陣は、今回のファーストモデルを、情報化

社会の現代を戦い続ける者が身に付ける、憧れの

アイテムと位置付けた。自分の今を知るとともに、身に

付けることによって自己を表現する“現代の鎧”

……。そんな思いが込められているのだ。

　そうした、多機能を凝縮しているとは思えない

ほど、優美、かつ力強いファーストモデルが誕生した

背景には、設計開発担当者とデザイナー、そして、

ウオッチ製造で腕をふるう熟練技能者との強い結び

つきがあった。　　

　TRUMEは、ウオッチとしての性能を最大限引き

出すために、開発のスタート段階から、デザイナー

と、ムーブメントや外装の設計者とがチームを組み、

価値観を共有しつつ、開発を推進した。その結果、

存在感の強いデザインと、それにふさわしいムーブ

メント性能とをマッチングさせることができ、機能的で

ブレのないフォルムを見出したのである。

　デザイナーと、ムーブメントや外装の設計者による

チームは、「美」を創造するために、髪の毛1本分に

相当する0.05～0 .10mmという微細なレベルでの

完成度にこだわって作業を行った。その結果、スペース

の限られたケースの中に、効率よく各種パーツを

配置するという重要な作業をこなしつつ、美しさを兼ね

備えることにも成功。こうした開発プロセスが実を結んだ

のは、デザイン部門とエンジニアリング部門とが密接

に連携し、信頼でつながれているエプソンならではの

成果といえる。

整然とした美しい腕時計を目指して

研ぎ澄まされた機能美。それを実現した理念
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アイテムと位置付けた。自分の今を知るとともに、身に

付けることによって自己を表現する“現代の鎧”

……。そんな思いが込められているのだ。
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相当する0.05～0 .10mmという微細なレベルでの

完成度にこだわって作業を行った。その結果、スペース

の限られたケースの中に、効率よく各種パーツを

配置するという重要な作業をこなしつつ、美しさを兼ね

備えることにも成功。こうした開発プロセスが実を結んだ
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　デジタルウオッチとは一線を画す、本物の存在感と、

アナログウオッチならではの高級感。それらを追求

したTRUMEは、すべてのデータを針と文字板で表示

する、アナログ表示にこだわった。中でもファースト

モデルでは、ウオッチの価値のひとつである見やすさ

を追求するために、随所に職人／匠の技や工夫を

盛り込んでいる。

　まず時分針は、部分的に抜き加工を施し、背後に

あるインダイヤルの見やすさを重視。また、薄暗い

室内の照明などでも光が反射するよう、針の中央が

峰のように迫り上がる“ダイヤカット”加工を採用した

ほか、筋目と鏡面の組み合わせにより、優れた視認

性を獲得した。分針とセンター針、インデックスには、

光を蓄えることで暗い場所でも光る高輝度蓄光素材

“ルミナスライト”を塗布。さらにセンター針は、針の

高さが文字板外周に配置されたダイヤルリングの

目盛りとほぼ同一になるよう徹底的につくり込む

など、どんなシーンでも直感的、かつ素早く多彩な

情報を判読できるようこだわった。

　さらに多彩なセンシングデータを表示するインダ

イヤルは、外周にシャープなフォルムの金属製パーツ

をあしらい、文字板本体とは独立したメーターである

ことを強調。もちろん、インダイヤル自体も、各種データ

を判読しやすい位置と大きさを吟味したほか、小さく

ても情報を読み取れる針の形状と目盛りの大きさ、

そして色分け具合などを割り出した。

　そうした実用性の追求に加え、コンパス表示では、

地磁気を感知し、赤いセンター針が、方位磁針の

ように揺らぎながら北を指すという遊び心もプラス。

アナログ運針ならではの“腕に着ける計器”としての

醍醐味を味わわせてくれる。

多彩なデータを瞬間的に読み取るために

あらためて突き詰めたアナログウオッチの真価
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高さが文字板外周に配置されたダイヤルリングの

目盛りとほぼ同一になるよう徹底的につくり込む

など、どんなシーンでも直感的、かつ素早く多彩な

情報を判読できるようこだわった。

　さらに多彩なセンシングデータを表示するインダ

イヤルは、外周にシャープなフォルムの金属製パーツ

をあしらい、文字板本体とは独立したメーターである

ことを強調。もちろん、インダイヤル自体も、各種データ

を判読しやすい位置と大きさを吟味したほか、小さく

ても情報を読み取れる針の形状と目盛りの大きさ、

そして色分け具合などを割り出した。

　そうした実用性の追求に加え、コンパス表示では、

地磁気を感知し、赤いセンター針が、方位磁針の

ように揺らぎながら北を指すという遊び心もプラス。

アナログ運針ならではの“腕に着ける計器”としての

醍醐味を味わわせてくれる。

多彩なデータを瞬間的に読み取るために

あらためて突き詰めたアナログウオッチの真価
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　機能美と個性を両立したTRUMEのデザイン。

その礎は、細部にまで浸透した開発陣のウオッチに

対する探究心、そして、装着感や操作性に対する

豊富な知見だ。

　ケースの12時と6時位置に配した“アーマーオーナ

メント”は、ファーストモデルを象徴する部品。アーマー

オーナメントから続くケースとベルトには一体感があり、

腕へのフィット感も向上させている。また、風防には、

キズに強くて透明度の高いサファイアガラスを採用。

光の反射を抑える“SARコーティング”処理も施し、

文字板や針の動きを鮮明に映し出す。

　一方、ファーストモデルの核ともいうべきセンサー類

には、破損や性能低下を防ぐための工夫を盛り込

む。カバーでセンサー表面を保護し、風による影響を

受けにくくしてゴミの侵入を防止。また、センサー

カバーの裏側には、情報収集に必要な外気の圧力を

感知する微細な孔を設けるなど、独自構造を採用。

センサー搭載に伴うさまざまな難題をクリアした。

　ケース外周に配置したりゅうずと、ボタンひとつで

多彩な計測モードを切り替えられるプッシュボタンには、

誤操作防止のための工夫を盛り込む。確実な操作

性が要求されるりゅうずは大型で、指で容易に、かつ

確実につまめるよう、周囲に刻みを設けたほか、外周

の中央に溝を設け、引き出しやすさにも配慮した。

また、曲げた手首に当たるなど、何らかの拍子に押し

てしまいがちなプッシュボタンは、必要最低限のサイズに

設定。ケースに円筒形のガードを設けるなど、誤操作

を低減する配慮が盛り込まれている。そのほか、プッシュ

ボタンの先端形状にも配慮。指先に馴染んで確実に

プッシュ操作を行えるよう、絶妙な丸みを持たせている。

　美しさと機能性、そして操作性を融合させた

TRUMEファーストモデル。それは、開発陣のこだわり

の賜物だ。

細部まで貫かれる開発陣のこだわり

美しさ、機能性、操作性を高次元で融合

06

外周を滑らかな形状にした大型のりゅうずは、肌に触れた際の刺激を抑制。ねじロック式
の採用で、誤作動防止と高い防水性を実現している

文字板は読みやすさを第一に開発。目盛りは、それぞれの針に合わせた大きさや位置を
細かく設定。SARコーティング処理された風防は光の反射を抑え、高い視認性を確保した

気圧・高度センサー部は、カバーでセンサー表面を保護して風による影響を受けにくくし、
外気の圧力を正確に測れるようにしている

“アーマーオーナメント”はファーストモデルのアイコン。光沢を放ちつつケースからベルト
に続くラインをスマートにまとめる
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　機能美と個性を両立したTRUMEのデザイン。
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プッシュ操作を行えるよう、絶妙な丸みを持たせている。

　美しさと機能性、そして操作性を融合させた

TRUMEファーストモデル。それは、開発陣のこだわり

の賜物だ。

細部まで貫かれる開発陣のこだわり

美しさ、機能性、操作性を高次元で融合
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外周を滑らかな形状にした大型のりゅうずは、肌に触れた際の刺激を抑制。ねじロック式
の採用で、誤作動防止と高い防水性を実現している

文字板は読みやすさを第一に開発。目盛りは、それぞれの針に合わせた大きさや位置を
細かく設定。SARコーティング処理された風防は光の反射を抑え、高い視認性を確保した

気圧・高度センサー部は、カバーでセンサー表面を保護して風による影響を受けにくくし、
外気の圧力を正確に測れるようにしている

“アーマーオーナメント”はファーストモデルのアイコン。光沢を放ちつつケースからベルト
に続くラインをスマートにまとめる
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　多彩な機能を凝縮したTRUMEのファースト

モデル。その心臓部となるセンシング機能をしっかりと

守りつつ、装着感を向上させているのが、流麗な

フォルムのケースとベルトだ。

　ケースの素材はチタン合金。チタン特有の軽さや

強度、耐食性といった特性は、ジェットエンジンの

パーツにも使われるなど信頼性に優れる。チタン合金の

難点は、製造に手間が掛かること。そこでTRUMEは、

熱間鍛造製法の導入によりその難題をクリアした。

丸い棒状のチタン合金を、まずは約800℃まで加熱。

そこから高圧のプレス機で一気に成型していく。その

後、表面に付いた“スケール”と呼ばれる焦げた部分

を複数の切削工程を経て削り取る。熱間鍛造に

関する設備も、エプソンは社内に完備する。

　ケース製造の最終段階では、技能者が丹念な

ヘアライン加工で、細かい直線的なラインをケース

表面に削り込むほか、部分的に鏡面研磨作業を

行い、深みのある美しい輝きを生み出していく。その

上で、ケース表面には、薄くてキズに強いプロテクト

コーティングを施すという念の入れようだ。

　デザイナーのこだわりや、色と仕上げ分けによる

美しさを実現するために、シンボリックなチタン合金製

の“アーマーオーナメント”は、ケースとは別体に製造

した。その分、ケースへの高い組み込み精度が求め

られることになったが、ケースと同様の製造プロセスを

踏むことで、難問をクリア。さらに、均一の精度を

確保するために、複数まとめて熱間鍛造する新たな

加工法を考案・導入した。このアーマーオーナメント

ひとつとってみても、作り手たちのこだわりがふんだん

に詰まっていることがお分かりいただけるはずだ。

　このほか、チタン製のベルトは、ヘアライン処理を

施した本体の中央に、鏡面研磨の別パーツを一体

化するという凝った仕上げ。ケースと同様、表面には

プロテクトコーティングを施す。また、ベゼルに採用

しているセラミックは、ステンレスよりも3倍硬く、加工に

手間が掛かるが、エプソンが持つ豊富なノウハウを

活かし、レーザー加工で表面に数字を削り込み、

そこに白い専用塗料を塗ることで視認性を高めている。

　チタン合金、チタン、セラミックはすべて、磁気を

帯びないのが特長。こうした素材選びにも、繊細な

センシング機能に影響を与えないための配慮が行き

届いている。

23 24

素材選びや製法のすべてに理由あり

極めたものを生み出すために、つくり方から考えた

07
TRUMEの象徴であるアーマーオーナメントは、ケースと同様、高い加工精度により製造されているため、
精緻にケースと一体化し、美しい仕上げを実現している

棒状のチタン合金を高温加熱して処理し、

高い圧力をかけて成型

高い精度を実現するため複数パーツを同時に加工

“アーマーオーナメント”
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　多彩な機能を凝縮したTRUMEのファースト

モデル。その心臓部となるセンシング機能をしっかりと

守りつつ、装着感を向上させているのが、流麗な

フォルムのケースとベルトだ。

　ケースの素材はチタン合金。チタン特有の軽さや

強度、耐食性といった特性は、ジェットエンジンの

パーツにも使われるなど信頼性に優れる。チタン合金の
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　戦後、技術革新に挑み続けたエプソンが、最初

にその名を世界へと知らしめたのは1969年のこと。

世界で初めてクオーツウオッチの開発に成功し、その

優れた完成度は、腕時計の本場・スイスにも衝撃を

もたらした。その後1999年には、クオーツ精度のぜん

まい駆動ウオッチを、そして2012年には、世界で初めて

GPS機能付きソーラー発電ウオッチの開発に成功

している。

　そんなエプソンが、創業以来、実践しているのが、

ウオッチの設計、開発、デザインはもちろん、ムーブ

メントの部品や文字板、外装のケース製造、完成品

組み立てまで、ほとんどすべてを自社で完結させること。

その背景には“必要なものが世の中になければ、自分

たちでつくってしまえ”という精神が根源にある。

　自社で、部品ひとつひとつの設計から製品化まで

を行える利点は、必要な精度を追求しつつ、高い

クオリティを保てること。中でも、クオーツムーブメント

の性能を左右する水晶振動子と半導体は、小型

化が困難だった1960年代より、自社で研究開発し

てきた。また各種センサーも、クオーツウオッチ黎明期

より自社で研究を推進してきた。

　TRUMEのムーブメントには多くの自社技術が

詰まっているが、中でもコアとなるのが、GPSモジュール

とモーターだ。GPSモジュールは、かつてない省電力、

高精度、高感度を実現すべく、自社で開発・設計。

一方のモーターも、長い針を動かし、かつ、素早い

動きを実現するために、小さなエネルギーでありなが

らトルクを最大化できるよう、自社で開発・設計した。

　また、デザインや仕上げでは、現場に精通した

社内デザイナーが外装デザインを手掛けるため、

ケースやバンドの微妙なフォルムを形づくりやすく、

修正も迅速かつ正確。そのデザインを元に、金属素

材を工作機で切削し、ケースとバンドの形状にして

いくが、その後の、表面を鏡のように輝かせる研磨仕

上げなどは、エプソンが誇る熟練技能者が担当する。

　一方、TRUMEのムーブメント製造ラインで稼働

する産業用ロボットも、実は自社製だ。エプソンは

1980年代前半に、産業用ロボットの導入を決断。

しかし、熟練技能者が手作業で丁寧に行っていた

作業を代用できる産業用ロボットは、なかなか存在

しない。そこで、自社でのロボット設計と製造を決めた。

完成したロボットが稼働する製造ラインには、エプソン

が誇る匠の技や熟練技能者の判断・動きなどが

ロボットによって再現される。

　こうした、ものづくりマインドから生まれたTRUMEは、

企画・開発設計から、お客様にお届けするところまで

自社で行う、エプソン流の“垂直統合型ビジネス

モデル”によって、お客様の期待を超える価値を提供

していく。
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　手巻きムーブメントの部品製造・組立を出発点に、

精密・高精度化した機械式腕時計の設計・製造、

さらには、センシング機能を搭載するクオーツウオッチの

開発などを手掛けてきたエプソン。こうした技術力への

飽くなき探究、そして、技能者の育成にかける情熱は、

1942年の創業時より不変の姿勢となっている。

　1960年代後半には、時計の精度を競う海外の

コンクールにおいて、エプソンが出品した時計が

上位を独占。そこで活躍した者たちは、世界が認めた

技を未来へとつなぐことにいそしんだ。1971年からは、

技能五輪全国大会に参加。短期間で国内トップ

レベルの技能を身に付けるために、若手はベテラン

技能者の指導のもと、基礎から学び、訓練に励む

毎日を送った。その努力は、1977～1985年に行われた

世界技能五輪大会 時計修理職種（2年ごとに開催）

において、エプソンの技能者たちが5回連続金メダル

を獲得したことで一気に花開く。

　残念ながら、次の大会以降、同職種は廃止に。

そして1987年からは、技能五輪国内大会でも同職種

は姿を消してしまう。しかし、2012年に技能五輪国内

大会で同職種が復活すると、エプソンの技能者たち

はその大会で金賞、銀賞を獲得。直近の2016年

大会においても、金賞と銀賞を獲得している。

　そうした世界最高峰の腕を持つ技能者たちが、

エプソンには多数在籍。若手は鍛練されたベテラン

の技を見て、追いつき追い越せと気持ちを高ぶらせ、

そして互いに強い絆を結んでいる。

　そうした匠の技の数々は、もちろん、TRUMEの製造

工程にもフィードバックしている。TRUMEのムーブ

メント製造では、エプソンが自社で開発・設計した

ロボットが活躍するが、細かい部品のどこをつかむのか、

部品の表裏をどのように判別しているのか、部品を

つかむ際にはどこに力を入れるのか、といった、匠なら

ではの判断・動きを細かく研究。それらをロボットの動き

に採り入れることで、匠の技をロボットの工程において

も巧みに再現している。

　技能の継承なくして、繊細さを要求される作業は

完了しない。持てる力をフルに発揮する熟練技能者。

そして、彼らの動きを研究・再現した高精度なロボット。

そうした強固な体制は今後も脈 と々受け継がれる。

2016年受賞
第54回技能五輪全国大会
競技種目名：時計修理
金賞、銀賞　受賞

人がつくる、人を創る

世界に誇る匠の技、それは未来へつながれる
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Mechanica l  Moon Phase
RK-AM0001S

 「オリエントスター」は、メカニカルウオッチにこだわりを持つ国産の腕時計ブランド。1951年の誕生以来、機械式ならでは

の「着ける悦び・魅せる喜び・繋ぐ慶び」を連綿と受け継ぐロングセラーだ。

　時・分・秒の針が中心に位置するオーソドックスなスタイルだけでなく、個性あふれる商品群をラインアップ。中でも、

ぜんまいの巻き上げ状態がわかるパワーリザーブ表示や、文字板側とケースの裏側から中の機械が見えるスケルトン仕様

など、メカニカルウオッチならではの楽しさが、多くの人 を々魅了している。

　しかし、そうした感性に訴えるデザインだけではない。信頼性の高いムーブメントも、オリエントスターの特長だ。“46系”

と呼ばれるムーブメントは、精度をつかさどるテンプの往復運動を6振動とし、精度と耐久性の両面を考慮。1971年

（昭和46年）の登場以来、使用されてきた。パワーリザーブ表示やワールドタイム表示、レトログラード式曜日表示などの機構

を搭載したモデルも多数展開する。長年磨き続けてきたからこそ実現できた「手に届く、身近な本物」を生み出す力は、

他にはまねできないものがある。

　製造現場では、工程によって機械化も進められているが、メカニカルムーブメントの精度追求や調整、ひとつひとつの

部品を組み立てる工程には、今も多くの手作業が息づく。最終仕上げで専任技能者がルーペを使い、細部まで確認

するなど、往年の、人の手による丁寧な腕時計づくりを、現代に受け継いでいる。

「人々を魅了する上質な価値」を備える腕時計を、連綿と生み出してきたオリエントスター。今後は、エプソンとの技術

融合により、さらなる高精度・高品質化と、オリジナリティ豊かなメカニカルウオッチを創出していく。
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融合により、さらなる高精度・高品質化と、オリジナリティ豊かなメカニカルウオッチを創出していく。
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　オリエントスター初の月齢表示機能を搭載した

「メカニカルムーンフェイズ」。6時位置のインダイヤル

にムーンフェイズ表示を配置し、夜空を表す深い

ブルーと星、そして、優しい光を放つ月のモチーフを

あしらった月齢車が、29.5日周期で回転し、新月から

満月までの月相を表す。さらに文字板には、ムーブ

メントが見えるセミスケルトン小窓とパワーリザーブ

インジケーターも搭載。機械式時計の醍醐味を存分

に味わえる機能を備えたモデルだ。

　このメカニカルムーンフェイズは、エプソンが持つ

資産とオリエントスターの伝統を融合し、さらなる

高精度化と高機能化に挑戦したモデル。新モデル

には、昭和46年に開発され世界中のマーケットで

支持されてきた46系ムーブメントをベースに、さらに

精度の改善や仕上げの品質向上を図った新ムーブ

メント「46系F7」を採用。エプソンとオリエントの技術

陣が協議を重ね、エプソンが持つ技術とノウハウを

フィードバック。その結果、大幅に性能を改善した

ムーブメントとして完成した。日差は、従来モデルが

+25秒～－15秒であったのに対し、最新モデルでは

+15秒～－5秒へと向上した。これは、部品を徹底的

に厳選し、熟練技能者が丁寧な調整を繰り返した

ことで叶ったもの。さらに、誕生から46年という長い

歴史を持つベースムーブメント“46系”の高い信頼性

をバックに、優れたメンテナンス性も備える。

　エプソンが持つ高級ウオッチづくりのノウハウを

活かし、「メカニカルムーンフェイズ」は魅せることにも

こだわり、10時位置のセミスケルトン小窓から見える

スケルトンブリッジにも模様を施している。ブランドロゴ

と日本の伝統的な飾り模様である菱形を部分的に

あしらった文字板は、しっとりとした印象を与える

金属の型押しタイプとした。さらに、オリエントスターの

“OS”マークは、植字をあしらうことで立体的に仕上げ

ている。一方、分目盛の近くまで届く伸びやかな針は、

先端を緩やかにカーブさせているが、その曲がり

具合は、卓越した技能者が1本1本手作業で調整

している。

　視認性を高めるために、風防には表と裏をともに

カーブさせた両球面サファイアガラスを採用し、

無反射コーティングを施している。シースルーバック

からのぞくムーブメントには、随所に美しさにこだわった

装飾があしらわれている。パーツによって異なる目付

模様や、ビスに青の彩色を施すなど、華やかな印象

を与えている。

エプソンとの技術融合で高級感と精度が向上

人の手が切り拓くオリエントスターの新境地

落ち着いた色の文字板に青い針が際立つ。針先がカーブし文字板に近づくため、
斜めからでも読み取りやすい

エプソンが誇る高級ウオッチづくりの技術を活用し、スケルトン部分に別パーツを組み
込むことにより、より魅力的な外観を実現した

硬いものに触れてもキズつかないように、裏蓋のスケルトン部もサファイアガラス製と
なる。そこからは、美しい模様付けを施した部品が目を引く専用ムーブメントがのぞく

腕時計界の世界的なトレンドであるムーンフェイズは、ゆったりとした時の流れに浸れる
遊び心あふれる機能。文字板に設けた小窓の中で、夜空に浮かぶ月が満ち欠けする
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35 36

　長年の研究開発で独自の進化を続けるエプソンのセンシング技術。WristableGPSはその最先端技術を活用し、

「GPSランニングウオッチ」と「GPSトレッキングウオッチ」の両シリーズを展開する。

　GPS衛星電波を活用する利点は、現在位置を測定し、移動速度を算出することで、走ったり歩いたりした距離、

速度などを自動でリアルタイムに計測できること。ランニングやトレイルランなどの最中に高い精度で走行距離や速度、

ペースなどのさまざまな情報を確認できる。また、独自開発のGPSモジュール、アンテナ、高度なアルゴリズムの組み

合わせで、測定誤差が少なくなるよう設計されている。

　アクティビティ終了後は、専用アプリケーションをダウンロードしたスマートフォンやパソコンで、データをクラウドに保存。

一度保存したデータはいつでも呼び出して、新たな計画を立てるために活用でき、最適なランニングライフやアウトドアライフ

に役立てられる。

 「GPSランニングウオッチ」の上級モデルは、脈拍計測のほか、VO2max（最大酸素摂取量）を推定でき、自身の体力

向上に活用可能。さまざまなランニングシーンに充実機能で対応する。

　一方の「GPSトレッキングウオッチ」は、GPS機能に加え、ABC機能として高度計（Altimeter）、気圧計（Barometer）、

コンパス（Compass）を搭載。これらをフル活用することで、標高、気圧、気温、方位、緯度／経度、日の出／日の入時刻

などを呼び出せる。中でも注目は、目的地へのナビゲーション機能で、目的地までの距離だけでなく“あとどれくらい登るか”

といった情報を視覚的に表示する。

　両シリーズとも手首にフィットするフォルムで、多彩なバリエーションを展開。上級者から初心者まで、幅広い層をカバー

する。さらに最新モデルでは、Wris tab l eGPSとして初めて、表示画面に高解像度、広視野角の電子ペーパー

“EasyView Display”を採用。直射日光下から暗がりまで抜群の視認性を確保し、偏光サングラス越しでも見やすい

のが特長だ。高機能と普段使いとを両立させたプレミアムモデルも用意する。

U-350BS

盤面差し替え予定
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37 38

　ブランドコンセプトは“時感旅行”－－。

　時は正確に刻まれる。しかし時の感じ方は人それぞれ。例えば、大好きな趣味を楽しんでいる時、きっとその人の「時」は

特別な流れ方をしているはず。Smart Canvasは、そんな特別な「時」の世界へタイムスリップできるアイテムとして生まれた。

　Smart Canvasの表示部には、高解像度、広視野角、高コントラストといったメリットを備える電気泳動方式の電子

ペーパーを採用。ウオッチ製造で培ってきた、エネルギーを省く、ものを小さくする、精度を追求するというエプソン独自の

“省・小・精の技術”により、300dpiの高精細ディスプレイでありながら、通常の腕時計と同等の約3年という電池寿命を

実現する。

　自由に変化する表示と、そこからバンド部にまで広がるグラフィックがSmart Canvasの特長。独自の技術によって

誕生した表示部とバンドのグラフィックが、時を計るのではなく“時を感じ、時を楽しむ”という新しい表現を可能にする。

　表示部に映し出されるグラフィックは、レイヤー状に重なった景色や人物、キャラクターが時とともに切り替わり、

ユーザーを自分だけの時の世界へいざなってくれる。さらに、誕生日やクリスマス、バレンタインデーといった特別な日に合わ

せたグラフィックを映し出す個性的な機能も内蔵。これまでのアナログウオッチともデジタルウオッチとも異なるSmart Canvas

ならではのグラフィックで、時を豊かに表現する。

　多彩なグラフィックを施したバンドは、シーンや気分に合わせ簡単に交換可能。特別な道具を使うことなくスライドさせる

だけで簡単に脱着できるので、その日の気分やファッションに合わせたコーディネートを楽しめる。まさにエプソンが長年の

ウオッチ開発で培ってきた身に着ける喜びを感じさせてくれる機能だ。

　バリエーションは、内外で人気のキャラクターから気鋭アーティストが手掛けたグラフィックまで多種多彩。24時間、

365日、日付や時間、温度により、キャラクターの表情やグラフィックが変化する。

　個性豊かな時を楽しく演出してくれるアイテム。それがSmart Canvasだ。

FLOWER　ローズ
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